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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 42,638 18.9 3,800 19.3 3,975 20.0 2,784 26.2

29年３月期第３四半期 35,855 5.7 3,185 25.2 3,312 25.7 2,206 46.8
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 3,702百万円( 36.8％) 29年３月期第３四半期 2,707百万円( 70.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 97.10 －

29年３月期第３四半期 76.96 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 68,315 49,805 72.9

29年３月期 65,406 46,768 71.5
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 49,805百万円 29年３月期 46,768百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － － － 23.00 23.00

30年３月期 － － －

30年３月期(予想) 23.00 23.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,000 2.9 5,900 2.7 6,000 2.2 3,800 1.0 132.53
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 31,685,955株 29年３月期 31,685,955株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 3,013,775株 29年３月期 3,013,613株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 28,672,318株 29年３月期３Ｑ 28,672,436株

　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資
料）２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご
覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策や日銀の金融緩和政策を背景に、企業収益や雇用

情勢が改善するなど、緩やかな回復基調が続きました。しかし一方で、米国の政策運営、アジア新興国等の経済の先行

き、金融資本市場の変動等の影響により、景気の先行きは依然として不透明な状況にありました。

　当社グループを取り巻く環境につきましては、公共投資は底堅く推移しているものの、受注競争の激化や資材価格の

変動など、引き続き厳しい状況にありました。

　当社グループはこのような環境の中で、中期経営計画『Ｎｅｘｔ ２０２０』の２年目として「市場の拡大と深耕」を

最重点課題とする成長戦略に基づき、各施策に取り組んでまいりました。

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は42,638百万円（前年同四半期比18.9％増）、営業利益は

3,800百万円（前年同四半期比19.3％増）、経常利益は3,975百万円（前年同四半期比20.0％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は2,784百万円（前年同四半期比26.2％増）となりました。

　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第３四半期連結会計期間から第４四半期連結会計期間において

完成する工事の割合が大きいため、第１四半期連結会計期間から第２四半期連結会計期間における売上高に比べ、第３

四半期連結会計期間から第４四半期連結会計期間における売上高が多くなるといった季節的変動があります。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

「アスファルト応用加工製品事業」

　アスファルト応用加工製品事業につきましては、自社製品および工法の設計・受注活動を推進するとともに、原材料

価格の変動への対応、経費の削減等に努めてまいりました。当第３四半期連結累計期間の売上高は12,878百万円（前年

同四半期比16.5％増）、セグメント利益は3,099百万円（前年同四半期比2.3％増）となりました。

「道路舗装事業」

　道路舗装事業につきましては、発注物件への工法提案や受注活動と工事の着実な執行に加え、原価管理の強化を進め

てまいりました。当第３四半期連結累計期間の売上高は29,543百万円（前年同四半期比20.1％増）、セグメント利益は

2,300百万円（前年同四半期比43.2％増）となりました。

　「その他」

　その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は217百万円（前年同四半期比3.7％増）、セグメント利

益は160百万円（前年同四半期比1.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末に比べて2,909百万円増加し、68,315百万円となりました。これは、投資有価証券が

1,524百万円、長期預金が1,005百万円増加したことなどによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて127百万円減少し、18,510百万円となりました。これは、未払金が179百万円、

未払法人税等が947百万円減少、支払手形及び買掛金が1,464百万円増加したことなどによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べて3,036百万円増加し、49,805百万円となりました。これは、利益剰余金が

2,119百万円、その他有価証券評価差額金が920百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期の業績予想につきましては、平成29年８月８日発表の数値を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,604 18,101

受取手形及び売掛金 19,006 18,150

電子記録債権 1,253 2,130

商品及び製品 900 909

未成工事支出金 222 543

原材料及び貯蔵品 750 981

未収還付法人税等 － 93

繰延税金資産 508 254

その他 491 513

貸倒引当金 △22 △20

流動資産合計 42,716 41,658

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,843 6,128

機械装置及び運搬具（純額） 3,002 3,281

土地 4,357 4,899

リース資産（純額） 246 270

建設仮勘定 64 29

その他（純額） 570 561

有形固定資産合計 14,084 15,170

無形固定資産

その他 287 656

無形固定資産合計 287 656

投資その他の資産

投資有価証券 4,868 6,392

関係会社出資金 809 809

関係会社長期貸付金 750 750

繰延税金資産 368 364

長期預金 1,115 2,120

その他 581 567

貸倒引当金 △61 △58

投資損失引当金 △116 △116

投資その他の資産合計 8,317 10,830

固定資産合計 22,689 26,657

資産合計 65,406 68,315
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,481 8,945

短期借入金 700 700

未払金 3,054 2,874

未払法人税等 1,405 457

賞与引当金 788 437

その他の引当金 300 68

その他 1,524 1,423

流動負債合計 15,255 14,907

固定負債

長期未払金 29 9

リース債務 228 246

長期預り金 48 48

繰延税金負債 652 1,087

環境対策引当金 0 0

退職給付に係る負債 2,317 2,104

資産除去債務 104 105

固定負債合計 3,381 3,602

負債合計 18,637 18,510

純資産の部

株主資本

資本金 2,919 2,919

資本剰余金 2,017 2,017

利益剰余金 41,271 43,390

自己株式 △1,778 △1,779

株主資本合計 44,430 46,549

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,159 3,080

退職給付に係る調整累計額 179 176

その他の包括利益累計額合計 2,338 3,256

純資産合計 46,768 49,805

負債純資産合計 65,406 68,315
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 35,855 42,638

売上原価 27,182 33,048

売上総利益 8,672 9,590

販売費及び一般管理費 5,486 5,789

営業利益 3,185 3,800

営業外収益

受取利息 20 19

受取配当金 108 125

為替差益 － 22

その他 15 14

営業外収益合計 144 181

営業外費用

為替差損 11 －

その他 6 6

営業外費用合計 17 6

経常利益 3,312 3,975

特別利益

固定資産売却益 13 20

保険金受取額 1 1

受取補償金 10 4

負ののれん発生益 － 92

その他 0 4

特別利益合計 25 121

特別損失

固定資産除却損 25 12

退職特別加算金 4 －

災害による損失 18 －

その他 1 0

特別損失合計 49 12

税金等調整前四半期純利益 3,288 4,085

法人税、住民税及び事業税 832 983

法人税等調整額 249 317

法人税等合計 1,081 1,301

四半期純利益 2,206 2,784

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,206 2,784
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 2,206 2,784

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 497 920

退職給付に係る調整額 3 △2

その他の包括利益合計 500 918

四半期包括利益 2,707 3,702

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,707 3,702
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第３四期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

アスファルト
応用加工製品

事業

道路舗装
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,052 24,592 35,645 209 35,855 － 35,855

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6,280 － 6,280 40 6,320 △6,320 －

計 17,333 24,592 41,925 250 42,175 △6,320 35,855

セグメント利益 3,029 1,606 4,636 157 4,794 △1,609 3,185

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険代理事業

等であります。

２ セグメント利益の調整額△1,609百万円にはセグメント間取引消去△98百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,510百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない当社本

社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

アスファルト
応用加工製品

事業

道路舗装
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 12,878 29,543 42,421 217 42,638 － 42,638

セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,740 － 7,740 42 7,782 △7,782 －

計 20,618 29,543 50,161 260 50,421 △7,782 42,638

セグメント利益 3,099 2,300 5,400 160 5,561 △1,760 3,800

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険代理事業

等であります。

２ セグメント利益の調整額△1,760百万円にはセグメント間取引消去△90百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,670百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない当社本

社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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